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件かつ独立に認められたならば、あらゆる社会を不
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可能にしてしまう





0 0 0 0 0
会を不可能に
0 0 0 0 0 0
」するのではない
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つ独立に認められたならば
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実行を加減したり、
目的を失うことがなければ、実現を遅延させる
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pp.91-96. Vuillemin, Jules, On Lying: Kant and Benjamin Con-
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Jahrhunderts, Würzburg, 1997, S. 97-124. Grünewald, Bern-
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(Hrsg.), Akten des X. Internationalen Kant-Kongresses, Bd.3, 







R・ベントンの研究である。Benton, Robert J., Political 
Expediency and Lying: Kant vs Benjamin Constant. In: Journal 
















Wahrhaftigkeit 、英語の truthfulness に対応する。
＊本稿は 2012 年 8 月に小樽商科大学で行われた第 20 回政治
哲学研究会での口頭発表を加筆・修正したものである。
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